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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、これまでの経済地理学ではあまり対象とされてこなかった、ベンチャーIT企業という情報
財を扱う不確実性の高い産業に関するものである。また、製造業などの経済現象を説明する要素として
は必ずしも重要視されてこなかった、取引によらない個人間の非公的関係における対面接触に着目して
いる。この対面接触は、抽象的知識の獲得やモチベーションの創出といった諸資源をもたらす点で重要
な役割を果たしている。このように、経済地理学における対面接触の新たな意義を呈示した点に本研究
の独自性が見いだせる。また、この点は経済地理学の発展に大きく貢献するものである。 
 本研究の分析資料は、情報技術者コミュニティにおける丹念なフィールドワークによって収集された
ものである。情報技術者コミュニティに入り込み、情報技術の専門知識を必要とする聞き取り調査は、
これまでの地理学ではほとんど行われてこなかったものである。さらに、既存産業を対象とする経済地
理学は、一般に従業者を企業に従属的な存在として位置づけてきたが、本研究は従業者が個人である点
にも注目し、個人と企業をそれぞれ独立した存在として扱うとともに、両者と地域との関係を検討した。
この分析視角は、ベンチャー企業に関する研究のみならず、経済地理学において知識経済卓越下の経済
現象にみられる地域的性格を理解するための新たな方法論をもたらすものである。この研究視角を提示
した点によっても本研究は高く評価される。以上の点から、本研究はベンチャーIT企業に関する経済地
理学の重要な研究として位置づけられ、博士論文として十分な価値があると認められる。 
 
 平成２８年２月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
